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関による実践報告や実態調査（中島 2010、奥村 2010 他）、親による子どもへの日本語継
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ることもよく指摘される（森口 2009、ダグラス・知念 2014）。筆者が 1990 年代末から 2011
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 本研究は 2014 年当時アイルランドに居住し、子どもに日本語教育を実施していた親 10
名にインタビュー調査を実施した。調査は 2014 年 3 月 19 日から 3 月 26 日までの 1 週間
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と 2014 年 7 月 26 日から 8 月 22 日までの約 4 週間の 2 度にわたって筆者がアイルランド











新補習校の設立時には国際家庭の親の 1 人として設立にも関与した。2011 年 9 月から家
族で日本に移住し、現在は日本の大学院に籍をおいて研究に従事している。本調査のほと
んどの調査協力者は筆者がアイルランド在住時に知り合った親仲間であり、初対面の調査
協力者は 1 名しかいない。そしてその 1 名も、他の調査協力者からの紹介といういわゆる
スノーボール式で得た調査協力者であった。つまりほとんどの調査協力者にとって、筆者







性の数が 1995 年以降増加し、1999 年以降は女性の数が男性の数を上回っていること、ま
た海外で日本人が結婚する場合、国際結婚が約 8 割を占め、そのうち妻が日本人であるケー



















































べた親は 2 名だったが、これは 13 歳以上の子どもを持つ調査協力者が全体のうち 3 名で























































































































【データ 6】             


































































































































































 1 海外在外邦人数調査統計（平成 26 年要約版）外務省領事局政策課 http://www.mofa.go.jp/mofaj/ 
files/000049149.pdf 
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